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４．五重塔　塑像（そぞう）群の謎！





●　第４問


涅槃（ねはん）の場面の塑像は、ＡＢＣＤのどこに


安置されているでしょうか？











　さあ、次は五重塔を観察しましょう。


五重塔の内部には、心柱を囲んで四方に土で洞窟（どうくつ）を造り、各面にお釈迦さんの代表的な場面を表した塑像群を安置しています。


　特にお釈迦さんが亡くなった涅槃（ねはん）の場面の塑像は有名です。


　お釈迦さんの臨終（りんじゅう）を悲しみ泣き叫ぶ弟子たちのようすをじっくり観察しましょう。














お釈迦さんが亡くなった！　その時弟子たちは？








講堂





涅槃の場面





◆ヒント　五重の塔の中を見るためにＡＢＣＤの４つ階段があります。金網がはってあり、暗くてとても見えづらいかも知れませんが、よく観察するとハッキリみることができます。





中門





金堂
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五重塔
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第４問　答え
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◆【国宝　奈良時代】


　五重塔は飛鳥建築の特徴をみせる、わが国最古の塔です。建てられたのは７１１年と考えられています。


　塔は本来、お釈迦さんのお墓のことで、インドではストゥーパといわれるものを中国では卒塔婆（そとば）と音訳しました。


　この五重塔の心柱の下には、お釈迦さんの多数に分けられた骨が納められているといわれています。
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観察したら○





五重塔の高さは３２メートル、総重量が120万キロあります。五重塔の上には相輪（そうりん）がのっています。重さは３トンもあります。この重さで屋根をキュット押さえています。





◆マニアクイズ４


Ｑ．五重塔の相輪には、鎌（カマ）がついています。このカマは、なぜついているのでしょうか？


①戦に勝つためのまじない


②雷除けのまじない


③豊作のまじない








カマ





謎のカマ発見！





答え





徹底追究④








法隆寺みどころガイド４　五重塔








観察


見学して











観察したら○








